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表紙写真 「横山展望台」（志摩市阿児町）

三重の祭り
国指定・選択／県指定・選択

問 香良洲神社
TEL 059-292-3930

　盆の夜に羯鼓を打ち鳴らしながら踊
るかんこ踊り。五穀豊穣、家内安全を祈
願し、先祖への感謝と供養のために県
内各地に伝わりますが、円座地区の羯
鼓踊りは350年以上の歴史があり、伊
勢を代表する伝統芸能として知られて
います。日没後、正覚寺の境内で踊り子
たちが白馬の毛でつくられた「シャグ
マ」をかぶり、腰みのと羯鼓と呼ばれる
腰太鼓を下げ、ホラ貝や音頭に合わせ
て踊ります。県の無形民俗文化財に指
定されています。

円座の羯鼓踊
（伊勢市円座町）
【開催日】８月１５日

　香良洲の
４地区が香
良洲神社に
奉納する太
鼓踊り。350
年以上前か
ら伝わるか
んこ踊りの
一種で「け
んか祭り」と
も呼ばれる
ほど勇壮で

す。15日夜、各地区の踊り子が、頭に鳥
の毛の「カブト」を付け、独特の襦袢・股
引を着て、各地区自慢の胴巻きを付け
た大太鼓を首からさげ、歌に合わせて練
り踊ります。各地区から練りながら香良
洲神社に集まり、神社では年配の人から
若者まで一体となって歌い踊ります。県
指定無形民俗文化財です。

香良洲の宮踊り
（津市香良洲町）
【開催日】８月１５日

問 かんこ踊り保存会（福村さん）
TEL 090-3381-4457

えん かん おどりこざ

写真提供 : 伊勢市
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※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

1

特 集

県
内
の
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
13
法
人
）の
育
成
や
支
援

を
行
って
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は
例
え
ば
、旅
行
者
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
県（
行

政
）、三
重
県
観
光
連
盟
、地
域
の
観
光
事
業
者

が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
観
光
客
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
お
り
、三
重
県
と
し
て
の
強
み
が
活
か
せ
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

同
連
盟
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
、

各
地
域
D
M
O
な
ど
が
観
光
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
、回
答
デ
ー
タ
の
集
計
・
分
析
を
同
連

盟
が
担
い
、そ
の
分
析
結
果
を
各
地
域
D
M
O

な
ど
が
地
域
で
の
観
光
計
画
に
活
か
す
…
と
い

　
三
重
県
内
の
観
光
情
報
を
ま
と
め
た「
観
光

三
重
」の
冊
子
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
見
た
こ
と
が

あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の

制
作
を
し
て
い
る
の
が「
公
益
社
団
法
人
三
重

県
観
光
連
盟
」で
す
。

　
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）は
、対
象

と
す
る
エ
リ
ア
の
広
さ
に
応
じ
て「
広
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」「
都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の

３
種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
三
重
県
観
光
連

盟
は
都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、三
重
県
の
観

光
に
お
け
る
中
期・単
年
度
の
事
業
計
画
づ
く

り
、国
内
外
へ
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、地
域
デ
ー
タ
の
活
用
支
援
、ま
た

う
役
割
分
担
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
地
域

D
M
O
に
対
し
て
は
、観

光
戦
略
の
策
定
の
支
援
、

地
域
の
観
光
資
源
商
品

の
商
談
の
サ
ポ
ー
ト
、国

内
誘
客
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

取
り
組
み
に
く
い
広
域

的
な
視
点
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
の
が
役
割
で

す
。と
り
わ
け
令
和
６
年
度
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
注
力
し
て
お
り
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
を
設

立
し
、台
湾・タ
イ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
三
重
県
全
体
の
観
光
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
に
、地
域
D
M
O
と
協
力
連
携
し
な
が

ら
、基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と

事
務
局
次
長
の
金
丸 

幸
穂
さ
ん
。
三
重
県
の

観
光
の〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞と
し
て
、な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

た
だ
し
※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

データ分析学習会金丸  幸穂さん 寺本  久彦さん

三
重
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

D
M
O

三
重
の
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

D
M
O
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 ※

 ※

 ※

 ※

インバウンド委員会

旅行者アンケート研修会

ボランティアガイド全体研修会

ファムトリップ（鬼ヶ城）

各
施
設
の
営
業
日
時
・
料
金
・
予
約
方
法
や
受
け
入
れ
人
数
な
ど

に
は
違
い
が
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
延
期
や
休
業
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
各
施
設
の
営
業
日
時
・
料
金
・
予
約
方
法
や
受
け
入
れ
人
数
な
ど

に
は
違
い
が
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
延
期
や
休
業
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
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司
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司
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光
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お
問
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合
わ
せ

　

地
方
で
の
人
口
減
少
、高
齢
化
が
進
む
な
か

「
観
光
」を
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
し
よ
う
と

活
動
し
て
い
る
の
が
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）で
す
。D

estination M
anagem

ent 
O
rganization

の
頭
文
字
で
、欧
米
を
発
祥

と
し
て
お
り
、
平
成
２７（
2
0
1
5
）年
か
ら
観

光
庁
が「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
登
録
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
観
光
を
地
域
経
営
の
視
点
で
捉
え
、
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
地
域
住

民
が
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
着
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
県
内
で

も
14
法
人
の
D
M
O
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
で
の
人
口
減
少
、高
齢
化
が
進
む
な
か

「
観
光
」を
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
し
よ
う
と

活
動
し
て
い
る
の
が
D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）で
す
。D

estination M
anagem

ent 
O
rganization

の
頭
文
字
で
、欧
米
を
発
祥

と
し
て
お
り
、
平
成
２７（
2
0
1
5
）年
か
ら
観

光
庁
が「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
登
録
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
観
光
を
地
域
経
営
の
視
点
で
捉
え
、
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
地
域
住

民
が
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
着
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
県
内
で

も
14
法
人
の
D
M
O
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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ネ
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ネ
ー
ジ
メ
ン
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オ
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ガ
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ゼ
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マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
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オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン



　
鈴
鹿
山
脈
の
最
高
峰
、

御
在
所
岳
の
麓
に
広
が

り
開
湯
1
3
0
0
年
の

歴
史
を
誇
る「
湯
の
山

温
泉
」。「
湯
の
山
温
泉
」

と
御
在
所
岳
の
山
上
を

結
ぶ「
御
在
所
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
」。
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
菰
野
町

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は

四
季
折
々
の
景
観
が
広

が
り
、訪
れ
る
観
光
客

の
心
を
掴
み
ま
す
。
そ

ん
な
菰
野
町
の
観
光
を

中
心
と
な
っ
て
さ
さ
え

て
い
る
の
が
、一
般
社

団
法
人 

菰
野
町
観
光

協
会
。
令
和
４
年
に
観

光
地
域
づ
く
り
法
人

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）と
し
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も

と
は
任
意
団
体
と
し
て

昭
和
32（
１
９
５
７
）年

に
菰
野
町
役

場
内
で
設
立

さ
れ
、Ｄ
Ｍ
Ｏ

登
録
を
目
的

と
し
て
平
成

30（
２
０
１
８
）年
に
法
人
化
。
地
域
や
地
域

の
観
光
事
業
者
の
架
け
橋
と
な
り
、菰
野
町
の

観
光
振
興
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
菰
野
町
観
光
の
テ
ー
マ
は「
自
然
と
お
も
て

な
し
」。「
菰
野
町
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

こ
の
地
で
癒
さ
れ
て
笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
…
」と
、菰
野
町
観
光
協
会
で
イ
ベ
ン

ト
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
携
わ
る
堀
内
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
な
か
、昨
年
８
月
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た「
湯
治
の
あ
か
り
」は
、日
帰
り
客
が
多

い
と
い
う
課
題
解
決
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
そ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た

ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
催
に
よ
り
、夜
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
て
宿
泊
客
を
増
加
さ
せ
よ

う
と
、「
湯
の
山
温
泉
」の
各
旅
館
と
タ
イ
ア
ッ

プ
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯
の
山
の
夜

景
ス
ポ
ッ
ト
に
浮
か
ぶ「
L
E
D
浮
遊
ラ
ン
タ

ン
」が
放
つ
、幻
想
的
な
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

空
間
が
好
評
で
、今
後
も
継
続
予
定
で
す
。
開

催
半
年
前
に
台
湾
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を

モ
ニ
タ
ー
招
待
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
し
て
も
ら
う

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
告
知
の
方
法
に
も
工
夫
が
光

り
ま
す
。

　
ま
た
、〝
ゆ
る
登
山
〞や〝
山
ガ
ー
ル
〞ブ
ー
ム

が
年
々
加
速
し
て
い
る
な
か
で
、初
心
者
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

付
け
た
登
山
ツ
ア
ー「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

（
ザ
・
ハ
イ
ク
）」も
人
気
の
定
着
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
者
の
約
半
分
が
登
山
未
経
験
の
若
い
方

で
、毎
年
春
と
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
昼
食

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
現
在
開
催
し
て
い
る「
ジ
オ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ラ

リ
ー
」は
、菰
野
町
を
訪
れ
た
方
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
町

内
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、参
加
者
は
楽
し
み

な
が
ら
特
典
を
受
け
ら
れ
て
、主
催
者
側
は

デ
ー
タ
収
集
と
分
析
が
自
動
的
に
で
き
る
、地

域
・
観
光
客
・
主
催
者
側
に
と
っ
て〝
三
方
良

し
〞の
仕
組
み
で
す
。
集
め
た
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
り
、さ
ら
に
魅
力
的
な
今
後
の
菰
野
町

観
光
振
興
に
注
目
で
す
。

に
は
、菰
野
町
特

産
品
の
マ
コ
モ

な
ど
を
使
用
し

た「
菰
野
藩
主
弁

当
」を
提
供
。
告

知
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
発
信

し
、お
し
ゃ
れ
な

イ
メ
ー
ジ
戦
略

も
功
を
奏
し
て
、毎
回
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
温
泉
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や
、「
Ｋ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｏ 

美
巡
旅
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が

4 3

「尾高高原キャンプ場」で灯された「湯治のあかり」
数か所ある夜景スポットや宿泊客限定スポットで、特別なひとときが楽しめます

【
菰
野
町
菰
野
】

【
菰
野
町
菰
野
】

自
然
に
恵
ま
れ
た「
湯
の
山
温
泉
」の
新
し
い
魅
力
を
カ
タ
チ
に
！

自
然
に
恵
ま
れ
た「
湯
の
山
温
泉
」の
新
し
い
魅
力
を
カ
タ
チ
に
！

一
般
社
団
法
人

菰
野
町
観
光
協
会

一
般
社
団
法
人

菰
野
町
観
光
協
会

※

※

堀内  あかねさん

「THE HIKE in御在所岳」

「THE HIKE」の昼食「菰野藩主弁当」

「ONSEN・ガストロノミーウォーキング」※

※

※

※

毎年好評！観光列車「つどい」足湯列車

「湯の山温泉」と「御在所ロープウエイ」

「ジオウェルネスラリー」のコンプリート賞品 ※

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

一
般
社
団
法
人 

菰
野
町
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９ ‒ 

３
９
４ ‒ 

０
０
５
０

お
問
い
合
わ
せ



　
忍
者
の
聖
地
を
め
ざ
し

て
世
界
中
か
ら
観
光
客
が

集
ま
り
ま
す
。
忍
者
に
つ

い
て
学
べ
る「
伊
賀
流
忍
者

博
物
館
」を
は
じ
め
、忍
者

に
変
身
し
て
観
光
で
き
る

「
忍
者
変
身
処
」、町
な
か
で

忍
者
修
行
体
験
が
で
き
る

「
伊
賀
忍
者
道
場
」、颯
爽
と

町
を
走
る
忍
者
列
車
、昨
年

8
月
に
は
伊
賀
流
忍
者
体

験
施
設「
万
川
集
海
」が

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、多
彩

に
ニ
ン
ジ
ャ
を
楽
し
め
る

の
が〝
忍
者
市
〞伊
賀
市
。

　
忍
者
だ
け
で
な
い
歴
史

文
化
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の

も
大
き
な
魅
力
。
世
界
に

誇
る
漂
泊
の
詩
人
俳
聖
松

尾
芭
蕉
、先
人
た
ち
が
育
ん

だ
伊
賀
焼
や
伊
賀
く
み
ひ

も
の
伝
統
技
術
、伊
賀
牛
、

豆
腐
田
楽
な
ど
の
食
文
化
。

ま
た
今
年
で
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
10
周
年

を
迎
え
る
上
野
天

神
祭
は
、華
や
か

な
町
人
文
化
の
歴

史
の
深
さ
を
現
代

に
語
り
継
い
で
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
伊
賀

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
旗
振
り
役
を
担
う

の
が「
伊
賀
上
野
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」。
伊
賀
市
、上
野
商

工
会
議
所
、伊
賀
市
商
工
会
、伊
賀
上
野
観
光

協
会
の
４
者
に
よ
る
協
議
体
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
事
務
局
長
の
中
浦 

順
一
郎
さ
ん
と

事
務
局
次
長
の
安
田 

聡
志
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。「
４
つ
の
組
織
が
協
業
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
観
光
業
だ
け
で
な

い
製
造
業
、農
業
な
ど
、幅
広
い
事
業
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、情
報
収
集
、受
入
環
境

整
備
、情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
、伊
賀
観
光

の
動
向
を
地
域
事
業
者
に
共
有
、各
種
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
、

研
修
な
ど
も

一
元
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま

た
テ
ー
マ
別

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
周
遊
マ
ッ
プ
の
作

成
、オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信
を

行
い
、誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」さ
ら
に
、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
高
付
加
価
値
旅
行
商
品

の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、〝
本
物
〞を
求

め
る
お
客
さ
ま
に
向
け
て
、伊
賀
の
歴
史
文
化

を
深
く
理
解
で
き
る
本
格
的
な
体
験
の
販
売

を
始
め
て
い
ま
す
。」ま
た
、「
市
民
に
向
け
た

イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て『
伊
賀
の

　

昨
夏
オ
ー
プ
ン
し
た「
旧
上
野
市
庁
舎 

S
A
K
A
K
U
R
A 
B
A
S
E
」は
、坂
倉 

準

三
氏
が
設
計
し
た
旧
市
役
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
複
合
施
設
で
、現
代
的
な
ホ
テ
ル
と
カ

フェ
、市
立
図
書
館
、同
観
光
協
会
が
運
営
す
る

土
産
物
店「
伊
賀
百
貨 Souvenir Shop
」と
観

光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ション
セ
ン
タ
ー
が
入
居
し
、市

民
や
観
光
客
が
楽
し
め
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
内
に
外
に
発
信
を
重
ね
、伊
賀
の
ま
ち
は
一

層
賑
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

『
イ
ガ
コ
レ
観
光
E
X
P
O
』」を
開
催
、中
高
生

を
対
象
に
し
た『
伊
賀
学
王
決
定
戦
』や
、多
方

面
で
活
躍
す
る
地
域
事
業
者
を
紹
介
す
る
企

画
や
伊
賀
の
食
な
ど
、伊
賀
市
の
魅
力
を
よ
り

深
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

6 5

ニンジャになって、認定をゲット！

【
伊
賀
市
上
野
】

【
伊
賀
市
上
野
】

城
下
町・芭
蕉・ニ
ン
ジ
ャ
…
魅
力
は
無
限
大

城
下
町・芭
蕉・ニ
ン
ジ
ャ
…
魅
力
は
無
限
大

一
般
社
団
法
人

伊
賀
上
野
観
光
協
会

（
伊
賀
上
野
D
M
O
）

一
般
社
団
法
人

伊
賀
上
野
観
光
協
会

（
伊
賀
上
野
D
M
O
）

※

事務局長の
中浦 順一郎さん

事務局次長の
安田 聡志さん

「伊賀流忍者博物館」

「伊賀イド」は情報満載

テーマを絞った旅を提案

「ニンジャになりたい」と世界中から※

〝白鳳城〟とも呼ばれる「伊賀上野城」

「伊賀百貨」は多彩な品ぞろえ

「伊賀学王決定戦」で学びを促進※

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

一
般
社
団
法
人

伊
賀
上
野
観
光
協
会（
伊
賀
上
野
D
M
O
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

２
６ ‒ 

７
７
８
８

お
問
い
合
わ
せ

ば
ん

ス
ー
ベニ
ア

サ
カ
ク
ラ

ベ
ー
ス

シ
ョッ
プ

せ
ん
し
ゅ
う
か
い



と
い
う
枠
を
超
え
て
、県
も
含
め
た
官
民
一
体

の
組
織
で
、広
い
視
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
す

の
は
、須
﨑 

充
博
さ
ん
。
幅
広
い
人
脈
と
知

　
風
光
明
媚
な
伊
勢
志
摩
地
域
に
、イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
誘
致
や
情
報
発
信
な
ど
を
展
開
し
て

き
た
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構
。

「
こ
こ
で
は
、市
町
や
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
協
会

識
を
駆
使
し
て

地
域
の
観
光
を

プ
ッ
シ
ュ
す
る

仕
掛
け
人
と
評

判
の
専
務
理
事

で
す
。「
伊
勢
志
摩
地
域
に
は
神
宮
と
い
う
日

本
文
化
の
核
が
あ
り
、豊
か
で
美
し
い
自
然
と

歴
史
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
場
所
で
し
ょ

う
。
世
界
中
か
ら
、た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
ほ

し
い
ん
で
す
よ
」と
地
元
愛
が
溢
れ
ま
す
。

　
「
伊
勢
志
摩
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」と

し
て
の
映
画
な
ど
の
撮
影
誘
致
や
、
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
会
議
・

M
I
C
E
の
誘
致
と
支
援
、万
博
や
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
活
動

で
衆
目
を
集
め
て
き
た「
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構
」で
す
が
、「
今
春
か
ら『
い

せ
し
ま
せ
ん
ぐ
う
旅
』と
い
う
新
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

　
「
た
く
さ
ん
の
方
が
御
朱
印
帳
を
持
っ
て
寺

社
を
訪
ね
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
専
用
の
手
帳
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
、伊
勢
志
摩
を
ま
わ
っ
て
、各
地
で『
旅
札

カ
ー
ド
』を
集
め
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
で
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
神
宮
式
年
遷
宮
が
き
っ

か
け
で
す
が
、伊
勢
だ
け
で
は
な
く
、広
い
範

囲
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」。「
旅
札
カ
ー
ド
」は
名
刺
大
の
カ
ラ
フ

ル
な
カ
ー
ド
で
、ス
ポ
ッ
ト
ご
と
に
違
う
お

し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
。
配
布
し
て
い
る
名
所

や
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
て
手
帳
を
見
せ
る
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

手
帳
に
は
日
付
や
メ
モ
を
書
き
入
れ
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、「
旅
札
カ
ー
ド
」以
外
に
も
、

名
刺
や
写
真
な
ど
を
入
れ
て
思
い
出
を
残
す

の
も
楽
し
そ
う
で
す
。「
伊
勢
志
摩
地
域
の
各

　
ご
遷
宮
に
向
か
っ
て
活
気
づ
く
伊
勢
志
摩

で
、次
に
は
何
が
展
開
さ
れ
る
か
、目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

所
の
他
、玉
城
町
な
ど
に
も

カ
ー
ド
を
置
い
て
い
る
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
三
重
県
内
全
域
へ
ど
ん

ど
ん
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
を

つ
く
り
た
い
お
店
や
団
体
の

方
も
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
」と
、7
年
後
の
遷
御

に
向
か
っ
て
、意
気
軒
昂
で

す
。
ほ
か
に
も
、応
援
商
品
の
開
発
や「
結
び

の
旅
」の
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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志摩市の「横山展望台」から英虞湾の絶景を見る

【
伊
勢
市
二
見
町
】

【
伊
勢
市
二
見
町
】

ご
遷
宮
を
機
に
世
界
中
か
ら
伊
勢
志
摩
へ

ご
遷
宮
を
機
に
世
界
中
か
ら
伊
勢
志
摩
へ

公
益
社
団
法
人 

伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構

公
益
社
団
法
人 

伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構

専務理事の
須﨑 充博さん

田丸城跡も「せんぐう旅」に参加※

ハートの入り江が見える見江島展望台にも※

二見浦の夫婦岩にも「旅札カード」が※

「旅札」を持って伊勢志摩へ※

※カラフルな札を集めて ※
「せんぐう旅」のグッズ
も充実※

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

公
益
社
団
法
人 

伊
勢
志
摩
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
６ ‒ 

４
４ ‒ 

０
８
０
０

お
問
い
合
わ
せ

い

き
け
ん
こ
う

せ
ん
ぎ
ょ



　
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、鳥
羽
市
観
光
協
会
の

事
務
局
長・大
村 

佳
之
さ
ん
。「
当
協
会
は
、

平
成
28（
２
０
１
６
）年
か
ら
、観
光
庁
が
推
進

す
る
地
域
D
M
O
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、デ
ー
タ

を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
が
必

　
鳥
羽
市
は
、古
く
か
ら
有
名
な
観
光
地
。
き

ら
め
く
海
と
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
を
持
つ

島
々
、伊
勢
海
老
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
美
味
し
い

海
の
幸
、九
鬼
水
軍
の
歴
史
、海
女
小
屋
体
験
、

「
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
」、「
鳥
羽
水
族
館
」…
と
魅

力
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

要
と
さ
れ
る
時

代
で
す
の
で
、

収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、地
域

全
体
で
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
受
入
環

境
の
向
上
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、地
域
の
魅

力
発
信
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
て
、

新
し
い
鳥
羽
の
魅
力
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」の
こ
と
ば
通
り
、「
鳥
羽

市
観
光
協
会
」で
は
、
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド

作
り
な
ど
6
つ
の
委
員
会
を
つ
く
っ
て
観
光

事
業
や
安
全

な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
な

ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
漁
業
と
観

光
の
連
携
を

め
ざ
し
て
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
進
め
て
き

た『
答
志
島
ト
ロ
さ
わ
ら
』は
９
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
を
目
当
て
に
鳥
羽
に
来
ら
れ
る
お
客
さ

ま
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、〝
九
鬼 

嘉
隆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞で
は
歴
史
的
な
魅
力
を
体
感

し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
鳥
羽
城
跡
の
整
備
も
進
み
、歴
史
ロ
マ

ン
を
求
め
る
方
た
ち
が
増
え
ま
し
た
」。

　
鳥
羽
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
も
現
在
、観

光
協
会
が
引
き
受
け
て
い
ま
す
。「
昨
年
も

約
11
億
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
０
点
を
超
え
る
返
礼
品
を
ご
用
意
し

て
お
り
、お
客
さ
ま
が
実
際
に
鳥
羽
を
訪
れ
た

際
に
、宿
泊
や
食
事
な
ど
に
使
う
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
、こ
ち
ら
に
い
ら
し
た
お
客
さ
ま

め
い
し
の
め
い
し
」を
出
し
た
と
こ
ろ
、
即
日

完
売
で
お
問
い
合
わ
せ
も
多
か
っ
た
で
す
ね
」

と
の
こ
と
。

　
最
近
、鳥
羽
市
の
神
島
を
モ
デ
ル
と
し
た

ゲ
ー
ム「
パ
ラ
ノ
マ
サ
イ
ト
」が
流
行
し
て
い
て
、

そ
の〝
聖
地
巡
礼
〞に
来
る
人
々
も
多
い
と
い

い
ま
す
。
楽
し
い
、美
し
い
、美
味
し
い
、癒

や
さ
れ
る
…
な
ど
の
魅
力
に「
か
わ
い
い
」や

「〝
推
し
〞に
逢
う
」も
加
わ
っ
て
、鳥
羽
市
の

魅
力
は
ど
ん
ど
ん
更
新
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

に
、現
地
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
き
、

す
ぐ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
支
払
い
に
使
用
で
き

る
と
い
う
形
も
推

進
し
て
い
ま
す
」。

話
題
の
商
品
は
？

と
伺
う
と「
鳥
羽
水

族
館
に
い
る
ラ
ッ

コ
の〝
キ
ラ
ち
ゃ
ん
〞

と〝
メ
イ
ち
ゃ
ん
〞

が
大
人
気
な
の
で

す
が
、
水
族
館
と

の
コ
ラ
ボ
商
品「
き

ら
き
ら
の
き
ら
の
め

い
し
」「
と
う
め
い
の
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〝九鬼 嘉隆プロジェクト〟で行われた「九鬼水軍大花火」

【
鳥
羽
市
大
明
東
町
】

【
鳥
羽
市
大
明
東
町
】

歴
史
あ
る
観
光
地
に
新
た
な
魅
力
を
プ
ラ
ス

歴
史
あ
る
観
光
地
に
新
た
な
魅
力
を
プ
ラ
ス

一
般
社
団
法
人 

鳥
羽
市
観
光
協
会

一
般
社
団
法
人 

鳥
羽
市
観
光
協
会

※

「答志島トロさわらの脂ののりは〝伊勢湾の奇跡〟
事務局長の
大村 佳之さん※

※ラッコの〝メイちゃん〟〝キラちゃん〟グッズは即日完売

〝ばえる〟写真を撮るなら「鳥羽城跡」へ

海と島には限りない魅力が※

カモメと親しむ※

アワビの豊漁に海女さんもにっこり※

採れたてのカキを心ゆくまで※

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

一
般
社
団
法
人  

鳥
羽
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
９ ‒ 

２
５ ‒ 

３
０
１
９

お
問
い
合
わ
せ

く
き



　
世
界
遺
産・熊
野
古

道
伊
勢
路
が
あ
る
東

紀
州
地
域
。「
一
般
社

団
法
人 

東
紀
州
地
域

振
興
公
社
」は
、平
成

６（
１
９
９
４
）年
に

発
足
し
た
協
議
会
を

前
進
と
し
、
地
域
の

観
光
と
産
業
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
一
体

的
に
行
う
組
織
と
し

て
平
成
19（
２
０
０
７
）

年
に
設
立
。
令
和
５

年
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
り

ま
し
た
。対
象
地
域
は
、

尾
鷲
市
、熊
野
市
、紀

北
町
、御
浜
町
、紀
宝

町
の
５
市
町
。
熊
野

古
道
の
語
り
部
の
派

遣
や
古
道
の
保
全
活

動
の
支
援
、古
道
を
始

め
と
す
る
地
域
の
観

光
資
源
を
活
か
し
た

誘
客
、伝
統
工
芸
品
や
特
産
品
の
セ
ー
ル
ス
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
、関
係
団
体
と
と
も

に
地
域
全
体
の
観
光
戦
略
の
策
定
、個
々
の
観

光
事
業
者
で
は
取
り
組
み
に
く
い
地
域
観
光

の
全
体
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、観
光
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
調
査・分
析
を
し
、そ
れ
ら
を
市

町
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
広
域
的

な
視
点
か
ら
観
光
の
課
題
の
洗
い
出
し
と
対

応
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、東
紀
州
地
域

は
大
規
模
な
ホ
テ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、民
宿

や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
情
報
を
集
約
し
、旅
行
者
が
分
か
り
や

す
い
か
た
ち
に
し

て
発
信
す
る
役
割

な
ど
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
「
伊
勢
路
の
魅

力
は
、山
や
海
な

ど
の
豊
か
な
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、こ
の
地
域

で
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
生
活・文
化
と
密
接

に
つ
な
が
っ
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
が
最
大
の

魅
力
で
す
。
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
で
初

め
て
世
界
遺
産
と
し
て
実
感
で
き
ま
す
」と
次

長
兼
観
光
課
長
の
横
平 

修
一
さ
ん
。
活
動
の

中
で
は
、古
道
の
魅
力
や
歴
史
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
の
派
遣
も
実
施
し
て
お
り
、昨
年
は
個
人
や

ツ
ア
ー
客
な
ど
５
６
４
件
、１
０
０
２
６
人（
１

月
か
ら
12
月
の
合
計
）が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
全
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
担
っ
て
い
ま
す
。調
査
デ
ー

タ
の
分
析
に
よ
る
と
東
紀
州
地
域
は
欧
米
、特

に
ド
イ
ツ
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
に
は
街
道
文

を
軸
と
し
た

観
光
客
の
呼

び
込
み
な
ど

に
も
取
り
組

む
な
ど〝
東

紀
州
ま
る
ご

と
〞の
豊
か

な
地
域
資
源

を
活
か
し
、

そ
れ
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

化
が
あ
り
、歩
く
こ
と
が
好
き
な
国
民
性
か
ら

も
東
紀
州
と
の
親
和
性
が
高
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
立
て
、そ
こ
で
昨
年
度
は
ド

イ
ツ
の
方
を
対
象
に
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。
古
道
歩
き
を
メ
イ
ン
に
、

木
工
体
験
で
地
元
の
職
人
と
触
れ
る
体
験
、尾

鷲
市
の
ナ
イ
ト
ホ
ッ
ピ
ン
グ（
居
酒
屋
や
ス

ナ
ッ
ク
の
は
し
ご
ツ
ア
ー
）な
ど
を
取
り
入
れ

た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画・実
施
し
、ド
イ

ツ
の
旅
行
事
情
に
詳
し
い
方
の
意
見
を
い
た

だ
き
、磨
き
上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
海・山・川
の
全
て
の
自
然
を
感
じ
ら

れ
る
地
形
を
活
か
し
て「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」を
立
ち
上
げ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
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「熊野古道語り部」によるガイド

【
熊
野
市
井
戸
町
】

【
熊
野
市
井
戸
町
】

東
紀
州
地
域
の
魅
力
を
発
信

東
紀
州
地
域
の
魅
力
を
発
信

一
般
社
団
法
人

東
紀
州
地
域
振
興
公
社

一
般
社
団
法
人

東
紀
州
地
域
振
興
公
社

※

熊野古道・馬越峠※

※モニターツアーのようす

獅子岩（熊野市）

岩屋堂（尾鷲市）※ サイクリングのようす 牧野 好美（このみ）さん 横平 修一さん※

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

一
般
社
団
法
人 

東
紀
州
地
域
振
興
公
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
７ ‒ 

８
９ ‒ 

６
１
７
２

お
問
い
合
わ
せ
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文
献
を
教
材
に
、会
友
が
得
意
分
野
を
担
当
し

た
り
外
部
講
師
を
招
い
た
り
し
て
、講
座
を
開

き
知
見
を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
年
２
回
ほ
ど
は
、オ
ー
プ
ン
講
座
を
開
催
。

会
員
以
外
の
方
も
募
集
し
、菰
野
町
郷
土
史
跡

な
ど
の
文
化
財
を
訪
れ
た
り
、バ
ス
で
遠
方
へ

出
向
き
、他
地
域
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
た
り

し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
昔
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、企
業
訪
問
に
行
く
な
ど
、現
代

の
こ
と
を
含
め
て「
地
域
」の
こ
と
を
学
ぼ
う

と
意
識
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域

の
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し

て
の
活
動
や
、文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

清
掃
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
故・佐
々
木 

一
氏
の
遺
志
を
つ
な
い
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね

―
―
主
な
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

中
村
…
毎
月
第
２
日
曜
に
年
10
回
の
ペ
ー
ス
で
、

毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
計
画
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
佐
々
木
先
生
が
著
さ
れ
た
多
く
の

中
村
…
佐
々
木
先
生
は
、発
足
当
時
か
ら
体
調

を
崩
さ
れ
る
直
前
ま
で
実
に
３
９
０
回
以
上

も
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
、私
た
ち
に
郷
土・

菰
野
の
こ
と
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
く
、人
情
味
が

あ
ふ
れ
る
民
族
的・郷
土
史
研
究
家
で
、三
重

県
文
化
奨
励
賞
や
文
化
庁・地
域
文
化
功
労
者

賞
な
ど
、数
々
の
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、た
く
さ
ん
の
刊
行
本
も
著
作

さ
れ
、特
に「
広
報
こ
も
の
」に
１
９
７
８
年
か

ら
36
年
間
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

た
、「
歴
史
こ
ば
な
し
」シ
リ
ー
ズ
は
、郷
土
の

今
昔
が
や
さ
し
い
語
り
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

今
で
も
研
究
会
の
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。

―
―
５
０
０
回
の
記
念
回
に
は
、特
別
な
こ

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、〝
郷
土・菰
野
への
想
い
〞

を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
中
村
さ
ん
個
人
的
に
も
伝
承
の
た
め
の

活
動
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね

中
村
…
は
い
、こ
の
地
域
の一人
で
も
多
く
の
方

に
菰
野
の
こ
と
を
知
って
も
ら
い
た
い
と
い
う
想

い
で
、地
元
で
朝
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と
に

「
10
分
間
お
話
し
会
」を
10
年
程
続
け
ま
し
た
。

菰
野
町
に
伝
わ
る
民
話
や
地
元
の
偉
人
の
話
、

歴
史
や
文
化
な
ど
の「
こ
ば
な
し
」を
、集
中
し

て
聴
け
る
、10
分
間
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

て
話
し
ま
す
。
こ
れ
が
け
っ
こ
う
盛
況
で
、40

人
か
ら
50
人
、多
い
と
き
に
は
２
０
０
名
ほ
ど

と
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

中
村
…
５
０
０
回
の
記
念
と
な
る
９
月
13
日
に

は
、第
一
弾
と
し
て
、千
種
地
区
音
羽
の
方
々

が
５
０
０
年
も
の
間
、護
り
続
け
て
い
る〝
虚
空

蔵
菩
薩
に
つ
い
て
〞の
公
開
講
座
を「
千
種
地

区
公
民
館
ホ
ー
ル
」で
行
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
、三
重
県
を
中
心
に
音
楽
活
動
を
し

て
い
る
正
水 

百
代
さ
ん
と
、「
全
日
本
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
い

な
べ
市
の
中
学
1
年
生
、服
部 

の
ど
か
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
翌
週
19

日
に
は
第
二
弾
を「
菰
野
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
」で
行
う
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま

いま、グループネット

お問い合わせ

「菰野町郷土研究会」
TEL 090 - 8070 - 3055

今
年
９
月
に
活
動
５
０
０
回
の
記
念
回
を

迎
え
る
、歴
史
あ
る「
菰
野
町
郷
土
研
究

会
」。今
年
度
は
５
０
０
回
記
念
に
向
け

て
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
地
域
の
方
も
知
ら
な
い
郷
土
の
こ

と
、郷
土
の
歴
史
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、記

憶
に
残
し
、伝
承
で
き
る
よ
う
に
、こ
の
機

会
に
地
域
を
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。」と
語
る
、代
表
幹
事
の

中
村
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

集
ま
り
ま
す
。
現
在
は
自
治
会
に
引
き
継
ぎ
、

継
続
中
で
す
。
ま
た
、５
０
０
回
記
念
に
向
け

た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
小
学
生
に

〝
音
羽
の
虚
空
蔵
寺
に
か
か
わ
る
授
業
〞を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
記
念
回
の

講
演
に
つ
な
が
る
内
容
で
、実
際
に
虚
空
蔵
寺

で
行
っ
た
の
で
、子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
興
味
深

く
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
9

月
13
日（
日
）に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

―
―
研
究
会
で
は
随
時
、仲
間
を
募
集
中
で

す
。た
く
さ
ん
の
方
々
に
伝
承
さ
れ
る
と
良
い

で
す
ね
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
大
島 

千
佳

代表幹事　中村  誠さん

菰
野
町
郷
土
研
究
会

故・佐々木 一氏 ※

南知多・三河方面への視察研修※

「朝の10分間お話し会」にて※

音羽地区の虚空蔵菩薩※

し
ょ
う
ず
い

１
９
８
０
年
に
設
立
さ
れ
た
町
民
に
よ
る
自
主
サ
ー
ク
ル
、菰
野
町
郷
土
研
究
会
。
菰
野
町
の
歴
史
や
文
化
を

学
び
、次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、菰
野
町
大
羽
根
園
に
住
ん
で
い
た
医
師
、故・三
輪 

瀧
男
氏
が

発
起
人
と
な
り
、当
時
の
郷
土
資
料
館
の
館
長
、郷
土
史
研
究
家
で
あ
り
菰
野
町
名
誉
町
民
の
故・佐
々
木 

一

氏
に
講
師
を
依
頼
し
た
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
56
名
。
佐
々
木
氏
か
ら
学
ん
だ
、郷
土
の

歴
史
や
文
化
、風
土
、人
物
伝
な
ど
を〝
子
〞や〝
孫
〞に
伝
え
続
け
る
活
動
を
中
心
に
、毎
月
活
動
し
て
い
ま
す
。

500回記念パートⅠ
2026年9月13日(日) 10:00～12:00
会場 ： 「千種地区公民館ホール」
　　　「音羽地区の虚空蔵菩薩」
　　　入場無料



の
斜
面
に
沿
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
が「
宿
浅
間
山
の
登

山
口
」で
す
。
階
段
を
登
り
き
る
と
山
道
に
入

り
ま
す
。
い
っ
き
に
登
る
の
で
汗
が
ふ
き
だ

し
て
き
ま
す
が
、木
漏
れ
日
の
道
を
無
理
せ
ず

ゆ
っ
く
り
と
進
み
ま
し
ょ
う
。
道
の
両
脇
に

シ
ダ
の
生
い
茂
る
道
を
し
ば
ら
く
登
っ
て
い

く
と
、展
望
の
よ
い
場
所
に
出
ま
す
。
振
り
返

る
と
正
面
に
葛
島
や
太
平
洋
が
見
渡
せ
ま
す
。

ま
だ
少
し
登
り
は
続
く
の
で
、休
憩
し
な
が
ら

進
み
ま
し
ょ
う
。
尾
根
が
近
づ
く
に
つ
れ
、登

山
道
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
と
な
り
ま
す
。
南

伊
勢
町
の
各
地
に
自
生
す
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
は

　
今
回
の
散
策
の
起
点
は「
宿
浦
区
民
セ
ン

タ
ー
」。
宿
浦
漁
港
の
す
ぐ
近
く
の
高
台
に
あ

り
ま
す
。（
バ
ス
の
場
合
は「
宿
浦
漁
協
前
」下

車
す
ぐ
）宿
浦
の
集
落
を
通
り
抜
け
る
と
カ
マ

の
池
と
い
う
大
き
な
池
が
見
え
て
き
ま
す
。

海
と
つ
な
が
っ
て
お
り「
暴
風
や
高
潮
か
ら
船

を
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
ん
か
な
あ
」と
坂

本
さ
ん
。
穏
や
か
な
水
面
に
停
泊
す
る
漁
船

を
眺
め
な
が
ら
目
の
前
に
そ
び
え
る
宿
浅
間

山
へ
と
足
を
進
め
ま
す
。
集
落
の
外
れ
に
山

海
の
近
く
の
環
境
で
育
つ
常
緑
樹
で
、潮
風
に

耐
え
て
育
つ
た
め
密
度
が
高
く
硬
く
な
り
、良

質
な
備
長
炭
の
原
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、南
伊
勢
な

ら
で
は
の
風
景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
登
山

口
か
ら
約
30
分
で
尾
根
道（
宿
浅
間
山
と
田
曽

浅
間
山
の
分
岐
）に
到
着
。
こ
こ
か
ら
宿
浅
間

山
ま
で
は
尾
根
沿
い
に
約
５
分
で
す
。

宿
浅
間
山（
1
8
1
メ
ー
ト
ル
）に
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
つ
く
ら
れ
た
祠
が
あ
り
ま
す
。

「
昔
は
遠
洋
漁
業
に
出
た
家
族
の
安
全
を
祈
願

歩
い
て
い
く
と
、約
15
分
で
田
曽
浅
間
山（
１

６
３
メ
ー
ト
ル
）に
到
着
。
こ
ち
ら
も
白
く
塗

ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
祠
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
方
々
が
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
お
参
り
を
し
た
ら
、下

山
ル
ー
ト
に
向
か
い
ま
す
。
途
中
、展
望
の
よ

い
場
所
が
あ
り
、椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
っ
青
な
太
平
洋
や
御
座
白
浜
、浜
島
な
ど
の

志
摩
半
島
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、海
と
山
に

囲
ま
れ
た
南
伊
勢
の
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
降
り
て
い
く
と
、山
道
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
舗
装
路
に
代
わ
り
、周
囲
に
山
の
斜

し
に
、地
元
の
人
達
が
お
参
り
し
て
い
た
そ
う

で
す
よ
」と
坂
本
さ
ん
。
南
伊
勢
町
で
は
約
30

の
集
落
に
富
士
山
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
浅

間
山（
神
社
）が
あ
り
ま
す
。
集
落
の
裏
山
を

富
士
山
に
見
立
て
、山
頂
に
祠
や
碑（
浅
間
碑
）

を
つ
く
り
木
花
咲
耶
姫
や
大
日
如
来
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、

五
穀
豊
穣・大
漁
祈
願・無
病
息
災
を
願
っ
て

「
浅
間
祭
」が
行
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、地
域
に

根
付
い
た
神
聖
な
山
々
で
す
。

　
お
参
り
し
た
後
は
田
曽
浅
間
山
へ
と
向
か

い
ま
し
ょ
う
。尾
根
道
沿
い
に
少
し
戻
り
ま
す
。

木
に
ま
か
れ
た
赤
い
目
印
テ
ー
プ
に
沿
っ
て

面
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
段
々
畑
の
跡
が
見
え
て

き
て
、か
つ
て
の
生
活
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
こ
の
地
域
は
平
地
が
少
な
く
、耕
作
で

き
る
土
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
斜
面
を
拓
い
て

畑
に
し
て
い
た
ん
で
す
よ
」と
坂
本
さ
ん
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
降
り
る
と
、国
道
2
6
0

号
沿
い
に
あ
る「
浅
間
神
社
登
山
口
」と
書
か

れ
た
石
標
が
あ
る
田
曽
浦
地
区
か
ら
の
登
山
口

に
出
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
２
時

間
。
こ
の
ま
ま
国
道
2
6
0
号
沿
い
に
歩
け
ば

出
発
地
点
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
と

体
力
に
余
力
の
あ
る
方
は
、も
う
少
し
歩
い
て

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ
と
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ
は
、国
道
2
6
0
号
を

横
切
り
、田
曽
浦
の
集
落
の
方
へ
向
か
い
ま
す
。

穏
や
か
な〝
ニ
ワ
の
浜
〞を
通
り
過
ぎ
、山
道
へ
と

入
り
ま
す
。
30
分
ほ
ど
歩
く
と〝
前
の
崎
〞の

突
端
に
石
積
み
の
小
さ
な
小
屋
が
見
え
て
き
ま

す
。「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」で
す
。
海
側
は
絶
壁
で
、

眼
前
に
は
太
平
洋
の
水
平
線
が
広
が
り
ま
す
。

り
、子
ど
も
た
ち
も
手
伝
い
を
し
た
そ
う
で
す

よ
」と
坂
本
さ
ん
。
ボ
ラ
漁
が
衰
退
し
、こ
の
小

屋
も
石
組
み
だ
け
が
残
って
い
ま
し
た
が
、平
成

13（
２
０
０
１
）年
に
地
元
の
人
た
ち
と「
南
勢

テ
ク
テ
ク
会
」が
協
力
し
、屋
根
を
つ
け
て
復
元
。

椅
子
な
ど
も
設
置
し
、登
山
客
な
ど
が
足
を
運

び
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

帰
り
は
田
曽
浦
の
集
落
ま
で
し
ば
ら
く
山

道
を
歩
き
ま
す
。
途
中
、山
の
中
に
も
か
つ
て

の
畑
の
跡
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。「
こ

こ
ま
で
畑
仕
事
し
に
く
る
の
も
大
変
や
っ
た
や

ろ
な
あ
」と
坂
本
さ
ん
。
周
囲
が
竹
林
に
な
る

と
田
曽
の
集
落
は
も
う
す
ぐ
。
集
落
へ
出
た
ら
、

静
か
な
中
に
も
遠
く
か
ら
響
く
波
の
音
や
ト
ビ

の
声
が
聞
こ
え
風
情
の
あ
る
光
景
で
す
。こ
の

地
域
で
は
、か
つ
て
４
月
か
ら
６
月
に
な
る
と
ボ

ラ
の
大
群
が
や
って
き
て
、そ
の
ボ
ラ
の
通
り
道

を
見
張
り
、網
を
た
ぐ
る「
ボ
ラ
待
ち
網
漁
」が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。漁
の
際
に
は
田
曽
の
人
々

が
総
出
で
舟
を
出
し
、網
を
張
り
、大
漁
に
湧

き
た
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
小
屋
は
、ベ
テ
ラ
ン

の
漁
師
が
ボ
ラ
の
大
群
を
見
張
っ
た
場
所
で
、

大
群
を
見
つ
け
る
と
山
道
を
走
り
、
寺
の
上
の

〝
オ
メ
キ
山
〞か
ら
里
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
大

声
で「
喚
い
た
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ボ

ラ
の
大
群
が
来
た
日
に
は
小
学
校
も
休
み
に
な

漁
港
ま
で
降
り
て
海
沿
い
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

途
中
の
道
沿
い
に
は「
日
本一の
か
つ
お
村
」と

書
か
れ
た
モ
ニュ
メ
ン
ト
や「
遠
洋
漁
業
の
里
」

と
記
さ
れ
た
石
標
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
宿
田
曽
漁
港
」か
ら
円
満
橋
を
過
ぎ
る
と
宿

浦
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の「
宿
浦
区

民
セ
ン
タ
ー
」は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

　
南
伊
勢
の
海・山
の
眺
望
を
楽
し
み
、地
元

の
産
業
や
歴
史
、信
仰
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ー
ス
で
す
。

16 15

1718

豊
か
な
海・山
の
自
然
の
中
を
歩
き

地
域
の
信
仰・歴
史・産
業
に
触
れ
る
コ
ー
ス

START
■ 行程図 所要時間／約3時間 ※所要時間は、おおよその目安です。

約220m 約700m 約500m

約500m約370m
約980m約600m約1.5km

16

＊
バ
ス
の
本
数
の
少
な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

漁
村
の
集
落
か
ら

ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
を
歩
く

太
平
洋
の
水
平
線
広
が
る

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」

地
元
の
信
仰
を
集
め
る
２
つ
の
浅
間
山

南
伊
勢
町

宿
田
曽
の
浅
間
山
か
ら

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ

「宿浦区民センター」

カマの池

宿浅間山の登山口

正面に葛島を見渡せる

宿浅間山・山頂の祠

田曽浅間山・山頂の祠

田曽浅間山の登山口

遠洋漁業で有名な地域

「ボラ番小屋跡」

田曽浦漁港

宿浦と田曽浦をつなぐ円満橋

「宿浦区民センター」 カマの池 「宿浅間山の登山口」 宿浅間山

し
ゅ
く

た

そ

せ
ん

さ
ん

げ
ん

こ
の
は
な

ひ
め

わ
め

さ
く
や

問
「
南
勢
テ
ク
テ
ク
会
」　
会
長  

坂
本
和
敏
さ
ん

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０‒

３
３
０
０‒

８
７
６
６

　
熊
野
灘
に
面
し
た
美
し
い
海
と
、緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
あ
ふ
れ
る
南
伊
勢
町
。
リ
ア
ス
式
海
岸
沿
い
に
数
百
メ
ー

ト
ル
の
山
々
が
連
な
り
、熊
野
灘
や
入
り
江
が
見
渡
せ
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
訪
れ
た
の
は
、志
摩
半
島・

五
ヶ
所
湾
の
先
端
に
あ
る
宿
浦・田
曽
浦
地
区
で
す
。
か
つ
て
遠

洋
漁
業
が
盛
ん
で
、特
に
田
曽
浦
は
全
国
の
カ
ツ
オ
一
本
釣
り

漁
船
の
３
分
の
１
を
占
め
る〝
日
本
一
の
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業

の
郷
〞と
し
て
知
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ス
の
中
で

は
、地
元
の
住
民
の
信
仰
を
集
め
る
浅
間
山
や
、漁
業
の
最
盛
期

に
使
わ
れ
て
い
た「
ボ
ラ
番
小
屋
」な
ど
、地
域
の
文
化・歴
史・

産
業
に
触
れ
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
な
お
コ
ー
ス
内
に
は
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
登
山
道
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、登
山
用
の
装
備

を
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
取
材
・
文
…
中
川
絵
美
子

宿浅間山

田曽浅間山

「浅間神社登山口」

「ボラ番小屋跡」

「宿浅間山の登山口」

「宿浦区民センター」 カマの池

宿田曽漁港

葛島 宿田曽体育館

バス停「宿浦漁協前」

ニワの浜

260

円満橋

　今回ご案内いただいたのは、
「南勢テクテク会」会長の坂本 和
敏さん。今年設立29年を迎える
同会は、ふるさと発見と健康づく
りを目的に、月1回程度南伊勢町
周辺の登山を楽しんでいます。

し
ゅ
く
う
ら

う
ら

か
つ
ら
じ
ま

そ

た

田曽浅間山「浅間神社登山口」「ボラ番小屋跡」円満橋

至南伊勢町市街

至
浜
島
町



の
斜
面
に
沿
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
が「
宿
浅
間
山
の
登

山
口
」で
す
。
階
段
を
登
り
き
る
と
山
道
に
入

り
ま
す
。
い
っ
き
に
登
る
の
で
汗
が
ふ
き
だ

し
て
き
ま
す
が
、木
漏
れ
日
の
道
を
無
理
せ
ず

ゆ
っ
く
り
と
進
み
ま
し
ょ
う
。
道
の
両
脇
に

シ
ダ
の
生
い
茂
る
道
を
し
ば
ら
く
登
っ
て
い

く
と
、展
望
の
よ
い
場
所
に
出
ま
す
。
振
り
返

る
と
正
面
に
葛
島
や
太
平
洋
が
見
渡
せ
ま
す
。

ま
だ
少
し
登
り
は
続
く
の
で
、休
憩
し
な
が
ら

進
み
ま
し
ょ
う
。
尾
根
が
近
づ
く
に
つ
れ
、登

山
道
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
と
な
り
ま
す
。
南

伊
勢
町
の
各
地
に
自
生
す
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
は

　
今
回
の
散
策
の
起
点
は「
宿
浦
区
民
セ
ン

タ
ー
」。
宿
浦
漁
港
の
す
ぐ
近
く
の
高
台
に
あ

り
ま
す
。（
バ
ス
の
場
合
は「
宿
浦
漁
協
前
」下

車
す
ぐ
）宿
浦
の
集
落
を
通
り
抜
け
る
と
カ
マ

の
池
と
い
う
大
き
な
池
が
見
え
て
き
ま
す
。

海
と
つ
な
が
っ
て
お
り「
暴
風
や
高
潮
か
ら
船

を
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
ん
か
な
あ
」と
坂

本
さ
ん
。
穏
や
か
な
水
面
に
停
泊
す
る
漁
船

を
眺
め
な
が
ら
目
の
前
に
そ
び
え
る
宿
浅
間

山
へ
と
足
を
進
め
ま
す
。
集
落
の
外
れ
に
山

海
の
近
く
の
環
境
で
育
つ
常
緑
樹
で
、潮
風
に

耐
え
て
育
つ
た
め
密
度
が
高
く
硬
く
な
り
、良

質
な
備
長
炭
の
原
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、南
伊
勢
な

ら
で
は
の
風
景
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
登
山

口
か
ら
約
30
分
で
尾
根
道（
宿
浅
間
山
と
田
曽

浅
間
山
の
分
岐
）に
到
着
。
こ
こ
か
ら
宿
浅
間

山
ま
で
は
尾
根
沿
い
に
約
５
分
で
す
。

宿
浅
間
山（
1
8
1
メ
ー
ト
ル
）に
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
つ
く
ら
れ
た
祠
が
あ
り
ま
す
。

「
昔
は
遠
洋
漁
業
に
出
た
家
族
の
安
全
を
祈
願

歩
い
て
い
く
と
、約
15
分
で
田
曽
浅
間
山（
１

６
３
メ
ー
ト
ル
）に
到
着
。
こ
ち
ら
も
白
く
塗

ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
祠
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
方
々
が
丁
寧
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
お
参
り
を
し
た
ら
、下

山
ル
ー
ト
に
向
か
い
ま
す
。
途
中
、展
望
の
よ

い
場
所
が
あ
り
、椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
っ
青
な
太
平
洋
や
御
座
白
浜
、浜
島
な
ど
の

志
摩
半
島
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、海
と
山
に

囲
ま
れ
た
南
伊
勢
の
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
降
り
て
い
く
と
、山
道
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
舗
装
路
に
代
わ
り
、周
囲
に
山
の
斜

し
に
、地
元
の
人
達
が
お
参
り
し
て
い
た
そ
う

で
す
よ
」と
坂
本
さ
ん
。
南
伊
勢
町
で
は
約
30

の
集
落
に
富
士
山
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
浅

間
山（
神
社
）が
あ
り
ま
す
。
集
落
の
裏
山
を

富
士
山
に
見
立
て
、山
頂
に
祠
や
碑（
浅
間
碑
）

を
つ
く
り
木
花
咲
耶
姫
や
大
日
如
来
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、

五
穀
豊
穣・大
漁
祈
願・無
病
息
災
を
願
っ
て

「
浅
間
祭
」が
行
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、地
域
に

根
付
い
た
神
聖
な
山
々
で
す
。

　
お
参
り
し
た
後
は
田
曽
浅
間
山
へ
と
向
か

い
ま
し
ょ
う
。尾
根
道
沿
い
に
少
し
戻
り
ま
す
。

木
に
ま
か
れ
た
赤
い
目
印
テ
ー
プ
に
沿
っ
て

面
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
段
々
畑
の
跡
が
見
え
て

き
て
、か
つ
て
の
生
活
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
こ
の
地
域
は
平
地
が
少
な
く
、耕
作
で

き
る
土
地
が
少
な
か
っ
た
の
で
斜
面
を
拓
い
て

畑
に
し
て
い
た
ん
で
す
よ
」と
坂
本
さ
ん
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
降
り
る
と
、国
道
2
6
0

号
沿
い
に
あ
る「
浅
間
神
社
登
山
口
」と
書
か

れ
た
石
標
が
あ
る
田
曽
浦
地
区
か
ら
の
登
山
口

に
出
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
２
時

間
。
こ
の
ま
ま
国
道
2
6
0
号
沿
い
に
歩
け
ば

出
発
地
点
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
と

体
力
に
余
力
の
あ
る
方
は
、も
う
少
し
歩
い
て

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ
と
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ
は
、国
道
2
6
0
号
を

横
切
り
、田
曽
浦
の
集
落
の
方
へ
向
か
い
ま
す
。

穏
や
か
な〝
ニ
ワ
の
浜
〞を
通
り
過
ぎ
、山
道
へ
と

入
り
ま
す
。
30
分
ほ
ど
歩
く
と〝
前
の
崎
〞の

突
端
に
石
積
み
の
小
さ
な
小
屋
が
見
え
て
き
ま

す
。「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」で
す
。
海
側
は
絶
壁
で
、

眼
前
に
は
太
平
洋
の
水
平
線
が
広
が
り
ま
す
。

り
、子
ど
も
た
ち
も
手
伝
い
を
し
た
そ
う
で
す

よ
」と
坂
本
さ
ん
。
ボ
ラ
漁
が
衰
退
し
、こ
の
小

屋
も
石
組
み
だ
け
が
残
って
い
ま
し
た
が
、平
成

13（
２
０
０
１
）年
に
地
元
の
人
た
ち
と「
南
勢

テ
ク
テ
ク
会
」が
協
力
し
、屋
根
を
つ
け
て
復
元
。

椅
子
な
ど
も
設
置
し
、登
山
客
な
ど
が
足
を
運

び
や
す
い
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

帰
り
は
田
曽
浦
の
集
落
ま
で
し
ば
ら
く
山

道
を
歩
き
ま
す
。
途
中
、山
の
中
に
も
か
つ
て

の
畑
の
跡
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。「
こ

こ
ま
で
畑
仕
事
し
に
く
る
の
も
大
変
や
っ
た
や

ろ
な
あ
」と
坂
本
さ
ん
。
周
囲
が
竹
林
に
な
る

と
田
曽
の
集
落
は
も
う
す
ぐ
。
集
落
へ
出
た
ら
、

静
か
な
中
に
も
遠
く
か
ら
響
く
波
の
音
や
ト
ビ

の
声
が
聞
こ
え
風
情
の
あ
る
光
景
で
す
。こ
の

地
域
で
は
、か
つ
て
４
月
か
ら
６
月
に
な
る
と
ボ

ラ
の
大
群
が
や
って
き
て
、そ
の
ボ
ラ
の
通
り
道

を
見
張
り
、網
を
た
ぐ
る「
ボ
ラ
待
ち
網
漁
」が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。漁
の
際
に
は
田
曽
の
人
々

が
総
出
で
舟
を
出
し
、網
を
張
り
、大
漁
に
湧

き
た
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
小
屋
は
、ベ
テ
ラ
ン

の
漁
師
が
ボ
ラ
の
大
群
を
見
張
っ
た
場
所
で
、

大
群
を
見
つ
け
る
と
山
道
を
走
り
、
寺
の
上
の

〝
オ
メ
キ
山
〞か
ら
里
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
大

声
で「
喚
い
た
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ボ

ラ
の
大
群
が
来
た
日
に
は
小
学
校
も
休
み
に
な

漁
港
ま
で
降
り
て
海
沿
い
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

途
中
の
道
沿
い
に
は「
日
本一の
か
つ
お
村
」と

書
か
れ
た
モ
ニュ
メ
ン
ト
や「
遠
洋
漁
業
の
里
」

と
記
さ
れ
た
石
標
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
宿
田
曽
漁
港
」か
ら
円
満
橋
を
過
ぎ
る
と
宿

浦
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の「
宿
浦
区

民
セ
ン
タ
ー
」は
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

　
南
伊
勢
の
海・山
の
眺
望
を
楽
し
み
、地
元

の
産
業
や
歴
史
、信
仰
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ー
ス
で
す
。

16 15

1718

豊
か
な
海・山
の
自
然
の
中
を
歩
き

地
域
の
信
仰・歴
史・産
業
に
触
れ
る
コ
ー
ス

START
■ 行程図 所要時間／約3時間 ※所要時間は、おおよその目安です。
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約500m約370m
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16

＊
バ
ス
の
本
数
の
少
な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

漁
村
の
集
落
か
ら

ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
を
歩
く

太
平
洋
の
水
平
線
広
が
る

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」

地
元
の
信
仰
を
集
め
る
２
つ
の
浅
間
山

南
伊
勢
町

宿
田
曽
の
浅
間
山
か
ら

「
ボ
ラ
番
小
屋
跡
」へ

「宿浦区民センター」

カマの池

宿浅間山の登山口

正面に葛島を見渡せる

宿浅間山・山頂の祠

田曽浅間山・山頂の祠

田曽浅間山の登山口

遠洋漁業で有名な地域

「ボラ番小屋跡」

田曽浦漁港

宿浦と田曽浦をつなぐ円満橋

「宿浦区民センター」 カマの池 「宿浅間山の登山口」 宿浅間山

し
ゅ
く

た

そ

せ
ん

さ
ん

げ
ん

こ
の
は
な

ひ
め

わ
め

さ
く
や

問
「
南
勢
テ
ク
テ
ク
会
」　
会
長  

坂
本
和
敏
さ
ん

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０‒

３
３
０
０‒

８
７
６
６

　
熊
野
灘
に
面
し
た
美
し
い
海
と
、緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
あ
ふ
れ
る
南
伊
勢
町
。
リ
ア
ス
式
海
岸
沿
い
に
数
百
メ
ー

ト
ル
の
山
々
が
連
な
り
、熊
野
灘
や
入
り
江
が
見
渡
せ
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
訪
れ
た
の
は
、志
摩
半
島・

五
ヶ
所
湾
の
先
端
に
あ
る
宿
浦・田
曽
浦
地
区
で
す
。
か
つ
て
遠

洋
漁
業
が
盛
ん
で
、特
に
田
曽
浦
は
全
国
の
カ
ツ
オ
一
本
釣
り

漁
船
の
３
分
の
１
を
占
め
る〝
日
本
一
の
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業

の
郷
〞と
し
て
知
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ス
の
中
で

は
、地
元
の
住
民
の
信
仰
を
集
め
る
浅
間
山
や
、漁
業
の
最
盛
期

に
使
わ
れ
て
い
た「
ボ
ラ
番
小
屋
」な
ど
、地
域
の
文
化・歴
史・

産
業
に
触
れ
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
な
お
コ
ー
ス
内
に
は
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
登
山
道
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、登
山
用
の
装
備

を
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
取
材
・
文
…
中
川
絵
美
子

宿浅間山

田曽浅間山

「浅間神社登山口」

「ボラ番小屋跡」

「宿浅間山の登山口」

「宿浦区民センター」 カマの池

宿田曽漁港

葛島 宿田曽体育館

バス停「宿浦漁協前」

ニワの浜

260

円満橋

　今回ご案内いただいたのは、
「南勢テクテク会」会長の坂本 和
敏さん。今年設立29年を迎える
同会は、ふるさと発見と健康づく
りを目的に、月1回程度南伊勢町
周辺の登山を楽しんでいます。

し
ゅ
く
う
ら

う
ら

か
つ
ら
じ
ま

そ

た

田曽浅間山「浅間神社登山口」「ボラ番小屋跡」円満橋

至南伊勢町市街

至
浜
島
町
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表紙写真 「横山展望台」（志摩市阿児町）

三重の祭り
国指定・選択／県指定・選択

問 香良洲神社
TEL 059-292-3930

　盆の夜に羯鼓を打ち鳴らしながら踊
るかんこ踊り。五穀豊穣、家内安全を祈
願し、先祖への感謝と供養のために県
内各地に伝わりますが、円座地区の羯
鼓踊りは350年以上の歴史があり、伊
勢を代表する伝統芸能として知られて
います。日没後、正覚寺の境内で踊り子
たちが白馬の毛でつくられた「シャグ
マ」をかぶり、腰みのと羯鼓と呼ばれる
腰太鼓を下げ、ホラ貝や音頭に合わせ
て踊ります。県の無形民俗文化財に指
定されています。

円座の羯鼓踊
（伊勢市円座町）
【開催日】８月１５日

　香良洲の
４地区が香
良洲神社に
奉納する太
鼓踊り。350
年以上前か
ら伝わるか
んこ踊りの
一種で「け
んか祭り」と
も呼ばれる
ほど勇壮で

す。15日夜、各地区の踊り子が、頭に鳥
の毛の「カブト」を付け、独特の襦袢・股
引を着て、各地区自慢の胴巻きを付け
た大太鼓を首からさげ、歌に合わせて練
り踊ります。各地区から練りながら香良
洲神社に集まり、神社では年配の人から
若者まで一体となって歌い踊ります。県
指定無形民俗文化財です。

香良洲の宮踊り
（津市香良洲町）
【開催日】８月１５日

問 かんこ踊り保存会（福村さん）
TEL 090-3381-4457

えん かん おどりこざ

写真提供 : 伊勢市




